
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　
「
外
国
に
も
何
度
も
行
き
、
日
本
中
に
も
行
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
た
だ
１
カ
所
だ
け
行
け
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
で
す
」

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
入
所
者
や
社
会
復
帰
者
の
人
権
回

復
運
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
、
多
磨
全
生
園
（
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
）
の
自
治
会
長
・
平
沢
保
治
氏

（
92
歳
）
の
言
葉
で
す
。

　

去
る
７
月
９
日
、
安
倍
首
相
は
元
患
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
の
家
族
が
受
け
た
差
別
に
つ
い
て
も
、
個

人
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
人
生
被
害
が
生
じ
た
と
認
定

し
、
元
患
者
家
族
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
早
期
救
済

を
図
る
立
場
に
立
ち
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
全
面
的

な
解
決
を
図
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
日
本
で
は
医
学
的
根
拠
の
な
い

ま
ま
隔
離
が
始
ま
り
、
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
の

旧
「
ら
い
予
防
法
」
で
強
制
隔
離
が
法
制
化
さ
れ
ま

し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
伝
染
力
が
極
め
て
弱
く
、

患
者
と
接
触
し
て
も
感
染
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隔
離
政
策
を
続
け
た
こ
と
で

「
恐
ろ
し
い
伝
染
病
」
と
い
う
偏
見
を
社
会
に
植
え

付
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
患
者
の
家
族
は
、
差

別
や
偏
見
や
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
、
重
く
永
い
沈
黙
を

強
い
ら
れ
、
教
育
の
機
会
を
奪
わ
れ
、
結
婚
で
も
差

別
さ
れ
る
な
ど
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
苦
労
を
重

ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
阿
南
市
は
、
２
０
０
５
年
に
「
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

師
の
川
端
康
成
氏
に
、「
彼
が
存
命
し
て
い
た
な
ら
、

私
よ
り
先
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
で
あ
ろ

う
」
と
言
わ
し
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
闘
い
な
が
ら
創

作
活
動
を
続
け
、
23
歳
で
早
世
し
た
作
家
・
北
條
民

雄
氏
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
16
歳
で
発
病

し
、
香
川
県
大
島
青
松
園
に
入
所
中
、
キ
リ
ス
ト
教

に
入
信
し
、
後
に
沖
縄
名
護
市
に
現
在
の
国
立
療
養

所
沖
縄
愛
楽
園
を
築
い
た
、
青
木
恵け

い

哉さ
い

氏
も
輩
出
し

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
歴
史
の
闇
に
葬
ら
れ
て
い
た
二
人
の
偉

人
を
持
っ
た
こ
と
は
、
阿
南
市
民
の
誇
り
と
思
っ
て

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
一
人
一
人
は
微
力
で
す
が
、
無
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」

　

あ
る
元
患
者
の
言
葉
で
す
が
、
阿
南
市
は
、
人
権

尊
重
の
先
進
都
市
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
解
消
に

立
ち
向
か
う
、
優
し
さ
を
備
え
た
強
い
行
政
を
一
層

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所
、
羽
ノ

浦
小
学
校
、
羽
ノ
浦
中
学
校
へ

●
図
書
15
万
円
分

春
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
様
か

ら
保
育
所
お
よ
び
学
校
図
書
充

実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

ご
み
収
集
作
業

　

９
月
中
旬
か
ら
環
境
管
理
事
務

所
で
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格
　
平
成
13
年
９
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員
　
10
人
程
度

賃
金
　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
８
月
22
日
㈭
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

試
験
内
容
　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
　
８
月
28
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は
　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
給
食
調
理

　

令
和
元
年
度
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
短

時
間
勤
務
調
理
員
（
週
５
日
、
１

日
４
時
間
勤
務
）

採
用
予
定
人
員　
業
務
の
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

賃
金
　
日
額
３
６
５
０
円

申
込
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
・
写
真
貼
付
）を
学
校
給

食
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
面

接
の
試
験
案
内
は
、
申
し
込
み
後

に
学
校
給
食
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間　
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ
は
　
学
校
給
食
課

（
☎
22

－

０
３
６
２
）
へ

稲
刈
り
後
の
田
の
耕
起
に
つ
い
て

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

　

稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら
を
田
ん
ぼ

に
放
置
し
て
お
く
と
、
大
雨
や
台

風
時
の
雨
水
と
共
に
水
路
に
流
れ

込
み
、
水
路
が
詰
ま
っ
た
り
、
漁

港
や
漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に
稲

わ
ら
が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。災
害
防
止
の
た
め
、

稲
刈
り
後
は
速
や
か
に
ト
ラ
ク
タ

ー
で
耕
転
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ

～
「
人
生
被
害
」
と
呼
ば
れ
る

人
権
侵
害
の
解
決
へ 

～

ハンセン病人権啓発大使である日本財
団会長・笹川陽平氏（80歳）と全国
ハンセン病療養所入所者協議会会長・
森　和男氏（79歳）と共に

グローバル・アピール2015　サイドイ
ベント「文芸でみるハンセン病」にて
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